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Ver2.63.0 で追加、された機能を説明します。 

 

・マーカー表示機能を追加 

・DXF、元配色表示を追加 

・ライカ(TPS1100 GSI8)、LP 変更 

・距離文字の配置機能を追加 

 

１、マーカー表示機能を追加 

   Android版に、マーカー機能を追加しました。 

   PC版で、マーカーを表示する機能を追加しました。 

   PC版では、マーカーを配置する事はできません。 

   表示のみです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜――― 表示の ON,Off 

          マーカーの最大サイズ 

 

 

 



 

 

表示のみですが、沢山配置されていると表示が重くなります。 

 



２、DXF、元配色表示を追加 

 

DXF データは、単色で表示し背景として使用していました。 

今回は、オリジナルの配色で表示も可能にしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜―― DXF データの色をオリジナルで表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 



“元配色表示にする”にチェックをした場合です。 

今回のバージョンで、DXF データを読み込んだデータが有効です。 

以前の DXF データは、チェックを付けても元配色で表示されません。 

 

 

 



３、ライカ(TPS1100 GSI8)、LP 変更 

   TS 条件の“ライカ TPS1100(GSI8)”は、TPS1100 での使用と 700 シリーズなどの 

   自動視準機での使用ができます。 

   そこで、TPS1100 での使用かどうかの条件を追加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜―― 追加されています。 

    TPS1100 で使用の方はチェックを付けてください。 

    700 シリーズの方は、チェックを外してください。 

 

LP や一部の命令を変更しています。 

 

 

 

 

 

 



４、距離文字の配置機能を追加 

   Android 版の、3.0.0 で追加された機能と同じです。 

  「２点間、距離方向角」で、２点間の距離と方向角を表示する事ができます。 

  ２点をタップか、点名の入力で表示できますが、この距離をプロット画面に 

  残しておく機能です。 

  Android 版とデータ互換があります。 

 

 先ずは、「表示条件」に追加されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜――― チェックを付けると、距離文字を表示します。 

     これで、表示のＯＮ，ＯＦＦができます。 

  

 

 

 

 

 

 

 



 

「２点間、距離方向角」に、「作図」と「削除」の 

ボタンが追加されています。 

 

距離が 13.000 と表示されています。 

この距離の表示を残しておくのが、「作図」ボタンです。 

 

計算表示させてから、「作図」ボタンを１計算毎に押します。 

距離文字がプロット画面に、残っていますね。 

 

 

 

 

 



不要になったら、「削除」ボタンを押してから、不要な距離文字をクリックすると 

その距離文字が消えます。 

 

「表示条件」で“距離文字を表示する”のチェックを外すと全て非表示にできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



この距離文字は、表示するときに毎回計算をして表示しています。 

よって、K14 の座標を変更すると 

K2-K14 と K14-K10 の距離は新たな座標で 

計算され表示されます。 

 

また、「計算条件」を変更すると変更された条件で、計算表示します。 

この距離文字に影響する条件は、 

“辺長の丸め”、“距離の表示”です。 

 

“距離の表示“が球面距離の場合は、 

“下記の入力値を使用”と 

縮尺係数、平均標高、ジオイド高が 

 使用されます。 

 

  

 

 


